
 

地域活動団体紹介 

 

当会は『森の楽器』に魅せられた仲間たちによって平成

27 年度に結成されました。森の楽器は、最上町の間伐材

を活用して製作された創作弦楽器のことで、毎年高知県か

ら泉谷貴彦氏（木と音の会 代表）をお招きし、平日放課

後に小学生希望者を対象とした演奏ワークショップを開

催したり、オファーがあれば各イベントにも出演しながら

演奏活動を展開しています。枯死した日本一の大アカマツ

伐採材を活用した楽器も無事完成し、これからはその音色

を多くの方々へお届けすることで音楽を通じた交流人口拡 

大を目指すと共に、地域に誇りや愛着を持てる子どもが育 

成されることを願いながら今後も活動に取組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
地元木材専用キットを用いて

手作り楽器製作を体験しまし

た。楽器がどのように作られる

のか参加者の関心も強く、各部

品が果たす役割を把握しながら

黙々と作業が進められました。 

地域サロンや町内各行事等か

ら依頼があればその都度出向き

演奏を披露しています。今年度

は全 9 回、アカマツ伐採跡地で

の演奏や町外からの演奏依頼も

増え、大変ありがたく思います。 
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泉 谷 貴 彦 氏 

 

過去に製作した楽器を使用し、

手作り楽器で遊ぶ楽しさをはじ

め、木工製品としての新たな可

能性と側面を体感していただく

ワークショップを開催。初心者

でも楽しく演奏いただけます。 


